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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の国内感染者が初めて確認されてから 1年 9 か月が経過しよ
うとしている．口腔内を直接診察しなければならない我々歯科医療従事者は，コロナリスクが高い医療
関係者の中でもさらに高リスクの職種とされている．そのため，通常のスタンダードプリコーションに
加えて，飛沫感染を防ぐ立場からコロナ対策を行い，この未解決のウイルス感染症の危険の中診療業務
を行なっている．具体的には，エアタービンなどの切削器具を使用する際のエアロゾル対策など，歯科
特異的な感染対策について見直しや改良を重ねてきた．どうしたら，患者や医療関係者，さらには診療
室が守れるか検討しなかった歯科医院はないのではないだろうか？ 
今回はスタンダードプリコーション（基本的な標準予防策）の考え方から，実際の診療室内での感染制
御作法についてお話し，患者を，スタッフを，そして私たち自身とその家族を守るために必要な感染対
策を継続的に実施できる体制を考えていきたい． 
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